
表紙 ： 新聞紙を丸めた手作りの豆を鬼に投げる園児たち

豆まきで鬼退治！！

熊本、復興の今-

五木のおひな会

むらのできごと

熊本県市町村広報担当者による合同特集

～みんなで楽しむひなまつり～
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熊本地震発生
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１_複数箇所で石垣が損壊（写真は戌亥櫓） ２_修
復中の熊本城を案内するボランティアガイド  ３_
同じ位置に復元するため整理された崩れた石垣

ボランティアガイド

多
た

堀
ぼり

亞
つぐ

夫
お

さん

阿蘇市観光協会会長

稲
いな

吉
よし

淳
じゅん

一
いち

さん
１_倒壊した拝殿（阿蘇神社） ２_崩落した阿蘇大
橋と土砂崩れの跡（南阿蘇村） ３_地盤沈下で寸
断された道路も現在は通行できる（阿蘇市）
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むらのできごと

表彰状を持つ尾方さん

～尾方重継さん　祝「農林水産大臣賞」受賞～

豆まきで鬼退治！！

70周年記念大会に併せ開催された第４回球磨支所共済大会にて
表彰式が行われました

鬼退治の後にホッとした様子の園児たち豆を投げて鬼を追い払います（東小）

社協の利用者の皆さん

五木の友の利用者の皆さん

おめでとう
ございます ! !

　農業災害補償制度施行70周年記念大会で、農業
共済事業の発展に功績のあった役員・関係者の中
から、平成29年度農業共済事業功績の表彰が行わ
れました。
　今回、栗鶴地区の尾方重継さんが、基礎組織関
係者部門で全国19人の一人として、農林水産大臣
賞を受賞しました。
　尾方さんは昭和58年4月に球磨地方共済組合連
絡員となって以降、共済部長・球磨支所事業推進
員・総代を34年にわたって現役で務める傍ら、平
成12～27年には果樹損害評価員も務めました。
　長年のご尽力に敬意と謝意を表し、今後一層の
ご活躍を祈念申し上げます。

　２月２日、厄災を祓い福を招くと言われる、恒例

の「豆まき」が保育所で行われました。役場職員が扮
する「赤鬼」「青鬼」が登場すると、逃げ回り泣き出す
園児の姿もありましたが、応援に駆け付けた“いつ
きちゃん”と一緒に、勇気を出して「鬼は外！」と、豆
を投げていました。園児たちによって退散させられ
た鬼たちは、その後、小学校や介護施設（社協・五木
の友）も訪問しました。

やくさい はら

ふん
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～みんなで楽しむひなまつり～

「大学生等による地域の元気創出事業報告会」
　及び、「五木のわっかモン座談会 vol.2」が開催されました。

五木のわっかモン座談会vol.2

五木のおひな会
　２月１０日に五木村歴史文化交流館で、「五木のお
ひな会～みんなで楽しむひなまつり～」が開催され
ました。
　おひな会では、特別に用意した「お雛様衣装で撮影
会」や五木の観光とひなまつりと題した「トークショ
ー・クイズ大会」「ひなあられつり」「キナイカフェお
ひな会特別メニュー」などが催され、村内外からの多
数のお客様にお越しいただきました。
　撮影会では、４０名近い子どもたちやお母さんた
ちの参加がありました。めったに着ることのない鮮
やかな雛衣装に身を包み、注目を浴びる子どもたち
は、恥ずかしそうにポーズに応えていました。

　2月 18日、伝統文化伝承館で「大学生等による地
域の元気創出事業報告会」及び、「五木のわっかモン
座談会 vol.2」が開催されました。
　「大学生等による地域の元気創出事業」とは、新た
な地域の活力を生み出すために、大学生等の若者の
視点から、五木村特有の豊かで美しい自然などの地
域資源を素材として活かし、体験活動メニュー等の
交流商品の開発を行い、商品化していくものです。
この 1年間、熊本県立大学と連携し、五木村にある
様々なアクティビティ（カヤックやフットパスな
ど）を学生に体験してもらいました。報告会ではそ
の活動を通しての学生の意見・感想を交えながら、
新たなビジネスアイデアを提案する「ビジネスアイ
デアコンテスト」を実施しました。コンテストでは、
大学生ならではの斬新な視点や柔軟な発想を活か
した内容が発表され、会場にお越しいただいた方々
が審査員となり「最優秀賞」「面白いで賞」「実現可能
で賞」が決定されました。

トークショーも大いに賑わいました

ひな衣装に身を包む参加者と赤ちゃん

○最優秀賞
　「学生地域づくり部」
○面白いで賞
　「五木シンリンピック」
○実現可能で賞
　「ものづくり工房車」

総合管理学部 3年　出口　貴啓

　環境共生学部 1年　竹内　新乃

　環境共生学部 1年　竹内　新乃

審査結果
　「五木のわっかモン座談会 vol.2」は、昨年の１０
月に村内在住の１８歳～４０歳の方にお集まりい
ただき、「住みたくなる村とは？」というテーマで意
見を出していただきました。２回目となる今回は、
ビジネスアイデアコンテストの結果に村民から意
見をいただき、より実現可能性のあるプランへ深化
させていきました。

大学生等による地域の元気創出事業報告会

ひな
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　「最近、物忘れが多く
なった」「将来認知症に
ならないか心配」とい
う方は、パズルやトラ
ンプ等で楽しみながら
認知症の予防をしてみ
ませんか？

期 日 ７日（水）、１４日（水）、２８日（水）

場 所

時 間

保健センター 宮園交流館

受付

開始

９：30

10：00

受付

開始

1：00

1：30

３月の脳いきいき教室の日程表

３月のげんぞう会の日程表
介護予防教室

場所

期日

瀬　目

　２日（金） 　６日（火）

２０日（火）

　９日（金）

１６日（金）

１３日（火）

２７日（火）

時間 受付 受付

開始（午前）

（午前）

（午前）

（午後）

（午後）

時間
（午後）

開始

受付

開始

受付

開始

９：30 ９：30

10：00 10：00

９：30

10：00

９：30

10：00

宮　園 小　鶴 三　浦

場所

期日

頭　地

　２日（金） 　６日（火）

２０日（火）

　９日（金）

１６日（金）

１３日（火）

２７日（火）

受付 受付

開始 開始

受付

開始

受付

開始

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

平沢津 平　瀬 下梶原

■「げんぞう会」や「脳いきいき教室」の問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　保健福祉課　電話：３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

健診のお知らせ
期　日 検　診 受付時間 場　所 対象者

３月２日 ( 金 )
４ 月 ６ 日 ( 金 )

３･６･１０ヶ月、１歳２ヶ月
１歳６ヶ月、３・４・５歳児

1：30

2：00
乳幼児健診 保健センター～

（午後）
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３月は「自殺対策強化月間」です!!

熊本県人吉保健所　精神保健相談
　専門の医師が相談を受けます。
　専門医の受診が難しい方、ぜひ、この
機会を利用してみませんか？

五木村　こころの健康相談
　臨床心理士が相談を受けます。
●相談内容：
　物忘れ、人間関係の悩みや
　病気の対応など
●相談日：３月１４日（水）

こころの健康相談

　　　　　 　 保健福祉課
電話：３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

坂田臨床心理士

問い合わせ先
電話：２２－５２８９

　　人吉保健所問い合わせ先

※完全予約制です。事前に保健所の担当者まで
　ご連絡ください。

※秘密は固く守られます。
※相談は、無料です。
※希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

●３月　８日（木）場所：多良木町多目的
　　　　　　　　　　　研修センター１階
●３月２３日（金）場所：人吉保健所

周りの人にできること周りの人にできること

　自殺の原因となる病気には「うつ病」があります。うつ病は誰でもなりえる
病気です。少しでもおかしいなと思うことがあればできるだけ早く病院を受
診したり、専門機関に相談したりしましょう。
　自殺を考え出すと、それ以外に気持ちが向かなくなり、抱え込んでしまう
傾向があると言われています。そうならないためにも他の人に相談してみま
しょう。

　自殺予防の取り組みでは、悩んでいる人だけではなく、周りの方の支援もとても重
要です。周りの方が「前までと様子が違う」ということに気付き、適切な支援（話を聞い
たり、声を掛けたり、役場等に相談したり等）をしていただくことで、救われる人は多くなります。
　自殺までいかなくとも、少し落ち込んでいる時は誰かが話を聞いてくれるだけでも気持ちが軽くな
り、こころの健康は保たれます。自分一人で抱え込まず、皆で協力して、こころの健康を保っていただ
ければと思います。

　今年は雪が多い年になりました。凍結した路面での転倒など、ケガ等はなかったでしょうか？また、
インフルエンザやノロウイルスもそろそろ落ち着いてくる頃ですが、まだまだ十分気を付けましょ
う。
　３月になると、少しずつ暖かくなってきます。また、気候だけではなく、新年度に向けて身の回りに
様々な環境の変化が多い季節です。
　そんな３月はこころの健康が崩れやすい時期でもあります。１年のうち、３月と５月は自殺者数が
多くなる月です。そのため、３月を自殺対策強化月間とし、全国で自殺を少しでも減らすことや、周り
の人が上手にサポートしてあげられるよう、様々な対策がとられています。

こころの健康を守るためにはこころの健康を守るためには
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tsuki Village NewsI八代年金事務所・年金出張相談

人吉市東西コミュニティセンター

錦町社会福祉協議会（温泉センター）

多良木町役場

午前９時～
　　　午後５時１４日（水）

　７日（水）・２８日（水）

　５日（月）・１２日（月）
１９日（月）・２６日（月）

場　　所 期　　日 時　　間

八代年金事務所　　電話　０９６５－３５－６１２３
住民税務課　　　　電話　３７－２２１３　ＩＰ電話：２２１４

■問い合わせ・予約先

　学生納付特例制度により、平成２９年度の保険料納付を猶予されている方で、平成３０年度も
引き続き在学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申
請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくことで、平成
３０年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成３０年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は、納付書
を送付します。お手数をお掛けしますが、最寄りの年金事務所までお問い合わせください。

会場の待ち時間が長時間になることが予想されます。
必ず予約をしてください。

～国民年金保険料学生納付特例の申請について～

横 山 医 院
高 田 内 科 医 院
仁 田 畑 ク リ ニ ッ ク
田 中 医 院
増田耳鼻咽喉科クリニック
深 水 内 科 医 院
東 病 院
酒 瀬 川 内 科
犬 童 耳 鼻 咽 喉 科
小 川 整 形 外 科 医 院
犬 童 内 科 胃 腸 科 医 院
ほ づ み 皮 膚 科 医 院

4 2 - 2 1 3 2
3 8 - 3 6 7 7
4 2 - 1 1 2 3
3 8 - 0 0 6 1
4 5 - 8 0 0 1
3 8 - 3 2 2 1
4 5 - 5 7 1 1
3 8 - 0 0 5 0
4 3 - 0 7 7 7
3 8 - 3 4 5 5
4 5 - 1 1 2 5
2 6 - 5 3 0 0

や ま む ら 医 院

増田クリニック小児科

たかはし小児科内科医院

人吉医療センター小児科

や ま む ら 医 院

公立多良木病院小児科

4 5 - 0 0 0 5

2 2 - 3 5 7 0

2 4 - 2 2 2 2

2 2 - 2 1 9 1

4 5 - 0 0 0 5

4 2 - 2 5 6 0

　１日

　８日

１５日

２２日

２９日

３０日

日

日

日

日

日

月
（祝）

01
tsuki Village NewsI平成３０年４月休日当番医のお知らせ

　当番医が変更となっている場合があります。必ず電話をして受診してください。

※今回は球磨郡医師会のみ掲載しています。人吉医師会分に関しましては、今後決定次第掲載していく予定です。

日付 曜日 医療機関 電　話 小児科医療機関 電　話

tsuki Village NewsI
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03
tsuki Village NewsI 九州チャレンジ サイクルロードレース
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　犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
飼

い
犬
を
市
町
村
へ
登
録
し
、
毎

年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
、
４
月
〜
６
月

に
か
け
て
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
が
行
わ
れ
ま
す
。
生
後
91
日

以
上
の
犬
は
、
必
ず
毎
年
１
回

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
日
時
や
会
場
は
各
市
町
村

窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
も
接
種
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　保
健
福
祉
課

☎
3
7

－

2
2
1
4

　県
健
康
危
機
管
理
課

☎
0
9
6

－

3
3
3

－

2
2
4
8

　３
月
第
１
・
４
水
曜
日
に
、

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
労
働
相

談
を
無
料
で
実
施
。

◎
７
日
「（
定
年
）
退
職
に
関
す

　る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
」

◎
28
日「
無
期
転
換
ル
ー
ル
、
労

　働
時
間
、賃
金
に
つ
い
て
」

　相
談
は
来
所
又
は
電
話
で
午

後
１
時
〜
４
時
ま
で
。
専
門
の

相
談
員
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が

対
応
。
そ
の
他
の
労
働
相
談
も

受
付
可
。

▼
会
場
：
県
し
ご
と
相
談
・
支

　
　
　
　援
セ
ン
タ
ー

　

　熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８

－

６

　朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
９
６

－

３
５
２

－

３
６
１
３

　県
教
委
で
は
、
全
て
の
教
育

の
出
発
点
で
あ
る
家
庭
教
育
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
支

援
チ
ー
ム
登
録
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

啓
発
資
料
等
を
無
料
で
配
付
し

ま
す
。

◎
登
録
団
体
等
で
の
取
組
例
・
・
・

１
．定
時
退
勤
日
の
設
定
、
休
暇

　

  

取
得
の
促
進
等

２
．
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
つ

　

  

い
て
職
場
で
話
題
に
し
て

　
  

い
る
等

◎
登
録
は
無
料
で
す
。

　詳
し
く
は
、
く
ま
も
と
家
庭

　教
育
支
援
チ
ー
ム 

で 

検
索 

！

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　県
社
会
教
育
課

☎
０
９
６

－

３
３
３

－

２
６
９
８

　　県
で
は
、
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
で
、
今
後
保
育
所
な
ど
へ

の
就
職
を
考
え
て
い
る
方
を
支

援
す
る
た
め
の
貸
付
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◎
保
育
料
の
一
部
貸
付

　お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　（
月
額
上
限
2
万
7
千
円
）

◎
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備

　金（
上
限
40
万
円
）

INFORMATION

国民健康保険医療費の状況
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件数 前月比

前月比

保険者（五木村）負担額

入　　院
外　　来
調　　剤

食事・生活療養費
その他療養費
合　　計

１人当たり保険者負担額（月額）
１２月末国保被保険者数

円
人

34,888
257

10 
305 
132 
8 
5 
460 

 33.04
 3 .02
 40.96
13.44
 92.08
 23.83

－
＋
－
－
＋
－

－

％
％
％
％
％
％

21.76％

4,212,978
3,395,878
1,166,297
171,302
19,646

8,966,101

円
円
円
円
円
円

平成２９年
12月診療分

12 月の医療費は前月と比べ、大きく減少しています。特に入院費の減少が大きいです。
まだまだ、寒い日が続きそうですが、健康に注意しましょう。

大
切
な
ペ
ッ
ト（
犬
）に
は

狂
犬
病
予
防
注
射
を

特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る

労
働
相
談

「
く
ま
も
と
家
庭
教
育
支

援
チ
ー
ム
」登
録
募
集
！

平
成
３０
年
度
保
育
士

就
職
支
援
事
業
の
ご
紹
介

お
知
ら
せ



１_複数箇所で石垣が損壊（写真は戌亥櫓） ２_修
復中の熊本城を案内するボランティアガイド  ３_
同じ位置に復元するため整理された崩れた石垣

ボランティアガイド

多
た

堀
ぼり

亞
つぐ

夫
お

さん

阿蘇市観光協会会長

稲
いな

吉
よし

淳
じゅん

一
いち

さん
１_倒壊した拝殿（阿蘇神社） ２_崩落した阿蘇大
橋と土砂崩れの跡（南阿蘇村） ３_地盤沈下で寸
断された道路も現在は通行できる（阿蘇市）

※

ど
ち
ら
も
2
年
間
継
続
勤
務
し

　た
場
合
は
、全
額
返
還
免
除

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
６

－

３
２
２

－

８
０
７
７

　県
で
は
、
保
育
士
を
目
指
す
学

生
を
支
援
す
る
た
め
の
貸
付
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
：

　保
育
士
養
成
施
設
な
ど
に
在
学

　し
、保
育
士
を
目
指
す
学
生

▼
期
間
：
２
年
間

▼
金
額
：

　毎
月
５
万
円
以
内
（
就
職
準
備

　金
な
ど
の
加
算
あ
り
）

※

卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど

　で
５
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

　は
、
全
額
返
還
免
除
と
な
り
ま

　す
。

▼
問
合
せ
先
：

　県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
６

－

３
２
２

－

８
０
７
７

　熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
を
目
的
に
、
第
30
回
熊
本

県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
皆
様
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
競
技
種
目
：

　ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

　ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

　ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、

　剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

　な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ

　レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン

　ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
競
技
会
場
：

　熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　他

▼
日
程
：
５
月
９
日（
水
）〜

　
　
　
　５
月
20
日（
日
）予
定

▼
参
加
資
格
：

　県
内
在
住
者
で
、
平
成
31
年
４

　月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

※

た
だ
し
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子

　に
つ
い
て
は
、
50
歳
代
の
方
の

　オ
ー
プ
ン
参
加
が
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費
：

　個
人
競
技
は
１
人
１
，０
０
０
円

　団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額

　が
異
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
：
３
月
１
日（
木
）〜

　
　
　
　
　
　

 

３
月
30
日（
金
）

▼
申
込
方
法
：

　保
健
福
祉
課
又
は
教
育
委
員
会

　に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
：

　熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
0
9
6

－

3
5
4

－

3
0
8
3

（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

▼
受
験
資
格
：

（
一

　般
）

　22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※

22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒
業
及 

　び
見
込
み
を
含
む

　修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

（
歯

　科
）

　20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

※

専
門
の
大
学
卒
及
び
見
込
み
を

　含
む

（
薬
剤
科
）

　20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

※

専
門
の
大
学
卒
及
び
見
込
み
を

　含
む

▼
受
付
期
間
：

　３
月
１
日（
木
）〜

　５
月
１
日（
火
）※

必
着

▼
試
験
期
日
：

　１
次

　５
月
12
日（
土
）

　
　
　
　筆
記
試
験

　１
次

　５
月
13
日（
日
）

　
　
　
　筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

※

13
日
（
日
）
は
、
飛
行
要
員
希
望

　者
の
み

▼
試
験
場
所
：

　受
付
時
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
：

　自
衛
隊
熊
本
地
方
本
部

　人
吉
地
域
事
務
所

☎
2
2

－

4
7
0
4

　人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格
：

⑴

　昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

　
　成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
　ま
れ
た
方

⑵

　平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に

　
　生
ま
れ
た
方
で
、
次
に
掲
げ

　
　る
方

　①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平

　
　成
31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

　
　卒
業
す
る
見
込
み
の
方

　②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と

　
　同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　
　る
方

▼
試
験
の
程
度
：
大
学
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法
及
び
申
込
受
付
期
間

　人
事
院
H
P

（h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/sa
i

y
o
/sa
iy
o
.h
tm

又
は

 

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ  

検
索 

）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
30
年

４
月
上
旬
で
す
。

▼
第
１
次
試
験
：

　平
成
30
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月

122018.3 　　  3

村

税
（

保

険

料

）
は

、

期

限

内

に

納

付

し

ま

し

ょ

う

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

募

　集
第
３０
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者

募
集

平
成
３０
年
度
保
育
士

修
学
資
金
貸
付
の
ご
紹
介

熊本地震発生

 

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
2 3

8

1

7654 9 10

1514131211 16 17

2221201918 23 24

2928 272625 30 31

INFORMATION

http://www.vill.itsuki.lg.jp
主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！
自然が奏でる子守唄の里  五木村
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住

民

税

等

申

告

相

談

日

は

３

月

15

日

ま

で

平
成
３０
年
度「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」推
進
標
語
の
募
集

13

　上
旬
の
指
定
す
る
日
曜
日

▼
問
合
せ
先
：

　人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
）

▼
テ
ー
マ
：

　道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の

財
産
で
す
。

　み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ

あ
い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次
世
代

に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
資
格
：

　小
学
生
以
上
の
方
か
ら
応
募
で

　き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
：

〈
は
が
き
に
よ
る
応
募
〉

　は
が
き
に
、
標
語
と
必
要
事
項

〔
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
、
学
校
名（
学
生
の

場
合
）、
応
募
部
門
の
別
〕
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
〔
何
を
見
て
応
募
し
た

の
か
（
回
答
は
任
意
で
す
）〕
を
記

載
の
う
え
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
先
：

　〒
1
0
0

－

8
9
1
8

　東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　2

－

1

－

3

　国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通

　管
理
課

　標
語
担
当
あ
て

〈
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
〉

　メ
ー
ル
本
文
や
E
x
c
e
l
等

フ
ァ
イ
ル
に
、
標
語
と
必
要
事
項

〔
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
、
学
校
名（
学
生
の

場
合
）、
応
募
部
門
の
別
〕
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
〔
何
を
見
て
応
募
し
た

の
か
（
回
答
は
任
意
で
す
）〕
を
記

載

の

う

え
、fu

re
a
ig
e
k
k
a
n
-

h
2
x
5
@
m
lit.g
o
.jp

に
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
：

　３
月
15
日（
木
）ま
で

　

※

当
日
必
着

▼
応
募
部
門
：

　小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、

　一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通

　管
理
課

☎
0
3

－

5
2
5
3

－

8
1
1
1

鎌田タマエさ
ん百寿表彰

人吉高校五木
分校卒業式

防火パレード

春うらら山菜
ごちそうフッ
トパス

五木中学校
卒業式
三浦地区認知症
見守り学習塾

五木東小学校
卒業式

中央保育所
卒園式

区長会

の行事予定3 月

春分の日

九州チャレンジ
サイクルロード
レース

九州チャレンジ
サイクルロード
レース



戸
籍
の
窓
口

人
の
動
き 

（
1
月
末
現
在
）

人　口／1,126人　世帯数／503世帯
（増減－7）

1月16日～2月15日　届出分

転入 転出

男

女

計

出生 死亡

0

0

0

1

4

5

0

0

0

0

2

2

【おめでた】

【おくやみ】

【ご　成　婚】

黄色い花を咲かせるフクジュソウ

今月は、該当者はありません

広
報
い
つ
き
  N

o
.288

〒868-0201 熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
2672-7　TEL0966-37-2211　FAX0966-37-2215

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
http://www.vill.itsuki.lg.jp　

E-m
ail info@

itsuki.kum
am
oto.jp

発
行
日
／
平
成
3
0
年
3
月
1
日
発
行
／
五
木
村
役
場

編
　
集
／
総
務
課
　
印
刷
／
町
田
印
刷

　２月に入り、仰烏帽子山の群生地、仏石などでフクジュソウの開花がちら

ほらと見られるようになってきました。一輪ずつ鮮やかな黄色い花を咲か

せるフクジュソウは、見る人を楽しませ、また五木の春の訪れを告げる代表

的な花として、毎年多くの人が仰烏帽子山に登られています。今年は雪の日

が例年より多く、積雪により見る機会が少なくなっていますが、今後雪解け

してからの群生地での観賞が期待されます。なお、村では盗掘防止のため、

定期的にパトロールを行っています。ご理解とご協力をお願いします。

～五木の春を告げる黄色い花～

フクジュソウが咲き始めました。

 

の け ぼ し ほとけいし


